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研究成果の発表

 「論文発表は研究者の義務」

 「研究の成果は論文で評価される」

 ・・・

 納税者への還元

「とくに、大学や国公立の研究所では国民の
税金を使って研究が行われているのですか
ら、研究成果を論文のかたちで報告すること
は義務にも等しいことなのです。そのような
研究活動を財政的に支えている国民への報
告、あるいは還元が研究の基本要素です。」

 国民の税金を使って得られたデータは国民
の共有財産なのだから、データベースとして
整理・保存し、広く一般に誰でも利用できるよ
うに整備することは義務にも等しいことなの
です。 2



公文書・科学データ

 公文書等の管理に関する法律
（平成二十一年七月一日法律第六十六号） ・・・ [福田首相の置き土産]
 第一条 この法律は、国及び独立行政法人等の諸活動や歴史的事実の記録である公文書等が、

健全な民主主義の根幹を支える国民共有の知的資源として、主権者である国民が主体的に利用し
得るものであることにかんがみ、国民主権の理念にのっとり、公文書等の管理に関する基本的事
項を定めること等により、行政文書等の適正な管理、歴史公文書等の適切な保存及び利用等を図
り、もって行政が適正かつ効率的に運営されるようにするとともに、国及び独立行政法人等の有す
るその諸活動を現在及び将来の国民に説明する責務が全うされるようにすることを目的とする。

 公文書だけでなく、(科学)データも「国民共有の知的資源」と捉えられるべき。

 NASAのResearch Announcement
 “Astrophysics Data Analysis, Solicitation: NNH14ZDA001N-ADAP”

Over the years, NASA has invested heavily in the development and execution of 
an extensive array of space astrophysics missions. ……To capitalize on this 
invaluable asset and enhance the scientific return on NASA mission investments, 
the Astrophysics Data Analysis Program (ADAP) provides support for 
investigations whose focus is on the analysis of archival data from NASA space 
astrophysics missions.
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研究活動・データベース整備活動に対する評価

 研究活動は、論文に伴う客観的な数値により評価されやすい。

 データベース整備活動は、これまでは客観的な評価基準が不明確だった。

 せいぜい、acknowledgementに記載されるだけ。

 データベースに対しても、論文出版のような考え方・仕組みが普及すれば。。。

 doiの導入によって、それが可能な段階に移りつつある。

 doi=digital object identifier (デジタルオブジェクト識別子)
 International DOI Foundation (国際DOI財団)が運営するサービス。

 本文到達性・・・Handle Systemを利用。

 持続性・・・永続する管理、運営ルール。

 一貫性・・・識別子が指すものの保証。

4

能動的 受動的

研究活動 論文数
[n編]

論文被引用数
[h指数, g指数]

データベース整備活動 データベース数
(Data Publication)
[n個]

データ被引用数
(Data Citation)
[h指数, g指数]



学術論文に付与されたDOI識別子
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データベースに付与されたDOI識別子

 氷河時代の海面温度proxyデータ doi:10.1594/PANGAEA.127383
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Landing Page



Data Citationの実例

7Westley and Dix [2008]

ソリュートレ仮説の検証
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Data Citationを推進するには?

 データ提供者・データセンターへのメリット説明

 引用doi数を統計処理することにより、データ作成やデータセンターの寄与を
明らかにできる。

 データ作成やデータセンターの“visibility”, “professional recognition”, 
“reward”を向上させることになる。(被論文数と同様の意義)

 データ利用者へのメリット説明

 データにアクセスしやすくなる。

 doiをたどっていくことにより、これまでに存在を知らなかったデータを発見す
る機会が増え、研究の発展が期待される。

 出版社・学会への働きかけ

 データ引用の推奨

 論文投稿のルールにおける義務付けなど

 IUGONET・WDSのような集団的データ提供者からのdoi付与一斉開始
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データにdoiを付与するには？

 国際DOI財団が指定した“Registration Agency”に対して、doiを登録する。

 日本では、Japan Link Center (JaLC)がRA業務を請け負っている。

 データセンターが用意しなければならないもの
 データベース

 データベースへのアクセス入り口となるLanding Page (URL)
 doi (suffix)
 上記の情報が示されたメタデータファイル

 doi登録をJaLCに申請する (メタデータファイルの送付)
 URL-doiマッピングのメンテナンス
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DOI Systemデータセンター

 DOI-URLのマッ

ピングを登録する
ために、メタデー
タファイルを送付
する。

 URL-doiマッピン
グの継続性保証 9 RAs

doi:10.xxxx (DOI prefix)

 データベース
 Landing Page (URL)
 doi suffix
 メタデータファイル

 DOI prefixの指定



IUGONETにおけるdoiの展開について

 doi prefixを取得

 年間2-30万円

 メタデータスキーマの拡張

 IUGONET 1.0.3 (現時点)
 doi入力項目を含める

 Landing pageの用意

 メタデータスキーマ間の変換

 IUGONET MDスキーマ ↔ 
JaLCが指定するMDスキーマ

 「新たな手間・人力の消費」と「doi導入
に伴うメリット」のトレードオフ
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新たな
手間・

人力の
消費

doi導入
に伴う
メリット



まとめ

 データベースに対しても、”Data Publication”, “Data Citation”といった論文出版・
引用と同様の仕組みが考えられる。

 doiの導入によって、それが実現可能な段階に移りつつある。
(一部では実現が始まっている。)

 特に、データ提供者・データセンターへのメリットは大きいと思われる。

 “visibility”, “professional recognition”, “reward”

 IUGONET・WDSからのdoi付与一斉開始はデータ引用文化の潮流を作るうえで
重要(?)。
 「新たな手間・人力の消費」と「doi導入に伴うメリット」のトレードオフ

 doi prefixを取得 (年間2-30万円)
 メタデータスキーマの拡張 (doi入力項目を含める)
 Landing pageの用意

 メタデータスキーマ間の変換 (IUGONETスキーマ ↔ JaLC指定スキーマ)
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